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札
幌
柏
葉
会
（
は
く
よ
う
か
い
）
病
院
（
以
下
、当
院
）
は
、

１
９
７
１
年
に
柏
葉
（
か
し
わ
ば
）
脳
・
神
経
外
科
医
院
と

し
て
札
幌
市
豊
平
区
の
福
住
地
区
に
開
院
し
、
地
域
の
発
展

と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
設
備
の
老
朽
化
や
耐

震
上
の
問
題
も
あ
り
、
同
区
内
の
平
岸
地
区
に
新
た
な
建
設

用
地
を
取
得
し
、
２
０
２
４
年
12
月
、
新
築
移
転
を
行
い
ま

し
た
。
脳
神
経
外
科
領
域
に
お
け
る
質
の
高
い
医
療
、
円
滑

で
的
確
な
高
度
急
性
期
医
療
を
提
供
し
、
当
院
の
「
人
と
医

療
と
未
来
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

救
急
初
療
室
・
手
術
室
の
構
成
、
配
置
、
動
線
に
つ
い
て
は

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
当
初
か
ら
実
際
の
機
能
や
運
用
を
想
像
し
な

が
ら
深
い
議
論
を
重
ね
て
構
築
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「sm

art 

（Seam
less M

ulti A
ccess for Reliable T

reatm
ent

）

ER

・sm
art O

R

」（
以
下
、
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｒ
、
ス
マ
ー
ト

Ｏ
Ｒ
）
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
一
刻
を
争
う
超
急
性
期
脳
卒
中
治
療
に
お
い
て
、
救
急
外

来
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
画
像
診
断
、
そ
し
て
治
療
を

行
う
血
管
造
影
室
や
手
術
室
へ
の
移
動
時
間
を
い
か
に
短
縮

す
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。
患
者
さ
ん
を
移
動
さ
せ
る
こ

と
な
く
診
断
と
治
療
を
同
時
並
行
で
行
う
救
急
救
命
室
、
い

わ
ゆ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
が
す
で
に
日
本
で
も
普
及
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
当
院
の
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｒ
で
は
、
救
急
初
療

室
の
目
の
前
に
Ｃ
Ｔ
装
置
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
、
そ
し
て
血
管
造

影
室
を
配
置
し
、
機
動
的
な
救
急
救
命
の
実
現
を
図
り
ま
し

た
（
図
１
）。
ま
た
、
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
手
術
室
や
脳

卒
中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
と
連
結
し
た
設
計
に
な
っ

て
お
り
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
患
者
さ
ん
を
専
門
的
治
療
に
つ
な

ぐ
こ
と
も
可
能
と
し
ま
し
た
。

　　
旧
病
院
の
救
急
初
療
室
で
は
、
検
査
や
治
療
に
伴
う
院
内

の
動
線
の
悪
さ
以
外
に
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
の
取
り
に
く

さ
に
も
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
放
射
線
技
師
は
こ
れ
ま
で
救

要
旨
：
当
院
の
新
築
移
転
を
機
に
、
救
急
初
療
室
及
び
手
術

室
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
当
初
か
ら
実
際
の
機
能
や

運
用
を
想
像
し
な
が
ら
深
い
議
論
を
重
ね
て
構
築
し
た
。
本

稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｒ 

・
ス
マ
ー
ト
Ｏ
Ｒ
と
名

付
け
た
救
急
初
療
室
と
手
術
室
の
概
要
と
臨
床
・
経
営
的
戦

略
に
つ
い
て
概
説
す
る
。 シ

ー
ム
レ
ス
な
マ
ル
チ
ア
ク
セ
ス
Ｅ
Ｒ
と

情
報
統
合
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｏ
Ｒ
の
概
要
と
臨
床
・
経
営
的
戦
略

～
人
と
医
療
と
未
来
を
つ
な
ぐ
～

急
初
療
室
か
ら
離
れ
た
検
査
室
、
手
術
部
の
看
護
師
は
上
階

の
手
術
室
と
、
別
々
の
離
れ
た
部
署
に
待
機
し
て
い
た
た
め
、

搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
状
態
把
握
か
ら
検
査
・
手
術
に
至

る
ま
で
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
も
院
内
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
よ
る
双
方

の
や
り
取
り
が
必
要
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｒ
で
は
、
患
者

さ
ん
、
救
急
担
当
医
と
救
急
担
当
看
護
師
（
手
術
室
所
属
）、

放
射
線
技
師
が
そ
れ
ぞ
れ
顔
の
見
え
る
距
離
に
い
る
た
め
、

検
査
か
ら
緊
急
手
術
ま
で
の
準
備
な
ど
も
同
時
進
行
で
淀
み

な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
札
幌
市
救
急
隊
と
市
内
医
療
機
関
の
医
療
情
報
連

携
シ
ス
テ
ム
「
救
急
医
療
の
『
見
え
る
化
』
シ
ス
テ
ム
」
が

２
０
２
４
年
２
月
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

救
急
担
当
医
師
や
看
護
師
、
放
射
線
技
師
は
各
自
が
携
帯
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」

か
ら
、
救
急
受
け
入
れ
要
請
や
救
急
隊
の
観
察
に
よ
る
患
者

状
態
を
画
像
や
数
値
デ
ー
タ
に
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化
に
も
配
慮
し
、
救
急
初
療
室
、
血
管
造
影
室
、
手
術
室
等

に
は
入
退
室
管
理
と
し
て
非
接
触
式
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
技
術
方
式

は
じ
め
に

　
菊
地
　
統１

　
寺
坂
俊
介２

社
会
医
療
法
人
柏
葉
会 

札
幌
柏
葉
会
病
院
　

１ 

脳
血
管
内
治
療
セ
ン
タ
ー
長
　
２ 

理
事
長
・
院
長

菊地氏 寺坂氏

救
急
医
療
の『
見
え
る
化
』シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
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影
室
に
「A

RT
IS icono D

-Spin
（
ア
ー
テ
ィ
ス
・
ア
イ

コ
ノ
・
デ
ィ
ー
ス
ピ
ン
）」（
図
２
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
シ
ー
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
の
ハ
イ
エ
ン
ド
機
種
で
あ

り
、
予
算
の
許
す
中
（
実
際
は
当
初
予
算
を
超
え
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
が
）、
使
用
す
る
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
声
を
最
大

限
に
吸
い
上
げ
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
本
機
種
は
、
高
画
質
化
と
放
射
線
被
ば
く
量
及
び
造
影
剤

使
用
量
の
低
減
と
い
う
一
見
相
反
す
る
要
素
を
両
立
さ
せ
て

お
り
、
患
者
さ
ん
の
負
担
だ
け
で
な
く
治
療
す
る
側
も
恩
恵

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
操
作
系
は
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
お
り
、

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
ボ
タ
ン
に
よ
り
、フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
の
角

度
や
拡
大
率
だ
け
で
な
く
検
査
台
の
高
さ
、
前
後
左
右
方
向

の
位
置
を
も
記
憶
さ
せ
、
撮
像
の
際
の
位
置
合
わ
せ
な
ど
の

煩
雑
な
手
間
を
省
略
で
き
ま
す
。
３
Ｄ
画
像
の
撮
像
時
間
も
、

下
位
機
種
と
比
較
し
大
幅
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
技
時

間
の
短
縮
は
装
置
の
運
用
効
率
を
高
め
る
た
め
、
高
度
医
療

の
提
供
と
経
済
性
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
は
日
々
進
化
し
、
ど
ん
ど
ん
高
度
化
・
複
雑
化
し
て

お
り
、
今
後
、
こ
の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

本
機
種
は
高
額
な
装
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
全
を
担
保
し

な
が
ら
操
作
手
順
が
楽
に
な
る
な
ら
医
療
安
全
管
理
の
側
面

か
ら
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
新
築
移
転
の
準
備
が
進
む
中
で
、
ハ
イ
エ
ン
ド
機
種
導
入

決
定
の
知
ら
せ
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

非
常
に
高
め
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
成

果
は
、
新
病
院
開
院
後
の
救
急
搬
送
数
、
検
査
件
数
、
手
術

件
数
の
増
加
に
早
速
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
実
際
に

使
用
し
て
い
る
医
師
や
放
射
線
技
師
が
目
を
輝
か
せ
て
新
し

い
装
置
を
駆
使
し
、
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
姿
を
み
る
と
、

今
回
の
機
種
選
定
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
と
思
え
ま
す
。

　
２
つ
あ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
の
う
ち
１
台
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
ヘ
ル

ス
ケ
ア
社
の
「M

A
GN

ET
O

M
 Cim

a.X

（
マ
グ
ネ
ト
ム 

・

シ
ー
マ
エ
ッ
ク
ス
）」（
図
３
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

図1　スマートER
最新の画像診断部門と一体化した機動的な救急部

図2　バイプレーン血管撮影装置「ARTIS 
icono D-Spin」

図3　3テスラMRI装置
「MAGNETOM Cima.X）」

◆Summary
Overview of seamless multi-access ER and information-integrated hybrid OR and its clinical and management strategies
Taking advantage of the opportunity presented by our new construction and relocation, we built our emergency rooms and 
operating rooms through in-depth discussions from the very beginning of planning, while imagining their actual functions and 
operations. This article outlines the emergency rooms and operating rooms, which we have named "smart (Seamless Multi 
Access for Reliable Treatment) ER and smart OR," and provides an overview of the clinical and management.

内
蔵
の
身
分
証
で
管
理
し
、
動
線
は
短
く
と
も
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
は
し
っ
か
り
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
新
病
院
の
画
像
診
断
部
門
は
、
バ
イ
プ
レ
ー
ン
血
管
撮
影

装
置
と
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
２
台
の
体
制
で
あ
り
、
院
内
併
設
の

先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
先
進
的
な
画
像
解
析
を

実
現
し
ま
し
た
。

　
脳
血
管
内
治
療
は
ミ
リ
単
位
の
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
を
要
す

る
た
め
、
画
質
の
精
度
は
治
療
精
度
に
直
結
す
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
院
で
は
、
脳
血
管
造

最
新
の
装
置
を
揃
え
た
画
像
診
断
部
門
を
整
備
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脳
や
体
内
の
微
細
な
構
造
を
高
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
描
出
す

る
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
で
す
。
先
進
的
な
研
究
に
も
応
え

て
く
れ
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
マ
シ
ン
で
、
日
本
で
は
研
究
機

関
と
大
学
の
２
ヵ
所
に
先
行
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
民
間

の
臨
床
病
院
へ
の
導
入
は
当
院
が
本
邦
初
で
す
（
２
０
２
４

年
12
月
現
在
）。

　
本
機
種
は
前
述
の
通
り
、
研
究
用
に
開
発
さ
れ
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
す
が
、
先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
導
に
よ
り
、
他
院

で
は
真
似
で
き
な
い
よ
う
な
高
度
な
画
像
を
提
供
し
て
く
れ

ま
す
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
Ａ
Ｉ

に
よ
る
解
析
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
開
頭
手
術
や
血
管
内
治

療
に
お
い
て
血
管
損
傷
・
神
経
損
傷
な
ど
の
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
方
法
や
、
後
遺
症
を
で
き
る
限
り
残
さ
な
い
手
術
法
の

検
討
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
術
前
に
得
ら
れ
た
複
合
三
次

元
画
像
、
血
管
情
報
は
、
手
術
顕
微
鏡
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

に
反
映
さ
れ
、
脳
腫
瘍
摘
出
術
な
ど
実
際
の
手
術
に
使
用
す

る
こ
と
で
高
度
で
安
全
な
治
療
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、３
室
あ
る
手
術
室
の
う
ち
、主
た
る
２
つ
の
手
術
室

の
間
の
壁
中
に
シ
ー
メ
ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
の
Ｃ
Ｔ
装
置

「SOM
A

TOM
 Confidence

（
ゾ
マ
ト
ム
・
コ
ン
フ
ィ
デ

ン
ス
）」
を
格
納
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｔ
装
置
が
適
宜
、
双
方
の

手
術
室
内
に
移
動
し
て
術
中
撮
影
が
可
能
と
な
る
効
率
的
な

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
第
２
手
術
室
は
シ
ー
メ

ン
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
型
血
管
撮
影
装
置

図4　スマートOR

図5　ロボットアームの血管撮影装置「ARTIS Pheno EX」

図6　手術室内の情報集約ハブとなるネットワークベースのマルチデジタル情報システム

ユニークな画像診断装置と質の高い技術を支える情報統合型の手術室
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「A
RT

IS Pheno EX

（
ア
ー
テ
ィ
ス
・
フ
ィ
ー
ノ
・
イ
ー

エ
ッ
ク
ス
）」（
図
５
）
も
備
え
て
お
り
、
直
達
手
術
中
の
血

管
撮
影
、
血
管
内
治
療
も
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
頭
術
で
は
、
体
位
や
髄
液
の
流
出
に
よ
り
術
前
の
血
管
情

報
で
作
成
さ
れ
た
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
実
際
の
位
置
情
報
に

は
徐
々
に
誤
差
が
生
じ
て
い
き
ま
す
が
、
開
頭
術
中
に
こ
れ

ら
の
装
置
で
得
ら
れ
た
画
像
情
報
を
瞬
時
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
に
更
新
で
き
、
終
盤
ま
で
精
度
の
高
い
手
術
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｏ
Ｒ
の
中
枢
部
に
は
、
ブ
レ
イ
ン
ラ
ボ
社
の
マ

ル
チ
デ
ジ
タ
ル
情
報
シ
ス
テ
ム
「Buzz O

.R. Suite

（
バ

ズ
・
オ
ー
ア
ー
ル
ス
イ
ー
ト
）」
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
手
術
室
内
の
情
報
集
約
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ベ
ー
ス
の
マ
ル
チ
デ
ジ
タ
ル
情
報
シ
ス
テ
ム
で
、

術
前
の
脳
機
能
画
像
や
複
合
３
次
元
画
像
、
術
中
の
生
体
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
画
像
、
そ
し
て
手
術
顕
微

鏡
映
像
や
術
者
の
動
き
を
映
す
カ
メ
ラ
映
像
な
ど
、
多
数
の

デ
ジ
タ
ル
情
報
を
Ｉ
Ｐ
化
し
て
集
約
し
、
複
数
の
４
Ｋ
マ
ル

チ
モ
ニ
タ
ー
で
司
る
も
の
で
す
（
図
６
）。
例
え
ば
、
各
ス

タ
ッ
フ
の
役
割
に
応
じ
て
個
別
の
組
み
合
わ
せ
で
各
々
の
専

用
画
面
に
表
示
す
る
と
い
っ
た
活
用
や
、
手
術
室
外
部
（
当

院
で
は
「
ネ
ク
サ
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
名
付
け
た
55
イ
ン
チ
×
９

面
の
巨
大
Ｌ
Ｃ
Ｄ
ビ
デ
オ
ウ
ォ
ー
ル
を
備
え
た
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
（
図
７
）
な
ど
）
と
の
双
方
向
ラ
イ
ブ
映
像
通

信
も
可
能
で
あ
り
、
手
術
の
進
行
状
況
や
手
技
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
観
察
で
き
る
な
ど
、
次
世
代
へ
の
貴
重
な
学
習
機
会

や
技
能
継
承
に
も
寄
与
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
Ｏ
Ｒ
の
も
う
１
つ
の
特
長
と
し
て
、
従
来
か
ら

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
に
Ａ
Ｒ（augm

ented reality

：

拡
張
現
実
）
の
要
素
を
加
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
術
前
・

術
中
に
前
述
の
画
像
診
断
装
置
群
で
得
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
情

報
を
ブ
レ
イ
ン
ラ
ボ
社
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｅ

２
」
に
落
と
し
込
み
、
Ａ
Ｒ
の
画
像
と
し
て
利
用
す
る
も
の

で
、
手
術
顕
微
鏡
の
フ
ォ
ー
カ
ス
を
調
節
す
る
だ
け

で
表
層
か
ら
深
部
の
構
造
ま
で
顕
微
鏡
画
像
に
重

畳
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
８
）。
こ
れ

か
ら
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
術
者
に
と
っ
て
、
手

技
を
進
め
る
上
で
の
安
心
感
に
も
つ
な
が
る
支
援

技
術
で
あ
り
、
手
術
の
信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
、
北
海
道
大
学
と
連
携
し
た
大
学
院
生

の
教
育
施
設
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　
当
院
は
２
０
２
２
年
に
大
学
臨
床
系
連
携
講
座

を
設
置
し
て
お
り
、
新
築
移
転
を
機
に
、
当
院
に
勤

務
し
な
が
ら
博
士
号
取
得
を
目
指
す
大
学
院
生
が
、

最
新
の
医
療
機
器
を
用
い
て
臨
床
研
究
を
行
え
る

環
境
を
整
え
ま
し
た
。
経
営
的
な
側
面
か
ら
考
え
る
と
必
ず

し
も
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や

が
て
医
療
界
を
担
っ
て
い
く
大
学
院
生
た
ち
が
当
院
の
臨
床

研
究
を
足
が
か
り
に
、
脳
神
経
・
脳
血
管
の
専
門
医
と
し
て

地
域
医
療
を
支
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も
当
院
の
重
要
な

使
命
で
あ
り
、
臨
床
的
な
戦
略
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
職
員
数
や
経
費
の
削
減
の
み
で
は
病
院
の
経

営
は
改
善
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
持
続
的
な
経
営
の

健
全
化
の
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
や
社
会
に
と
っ
て
適
切
で

安
全
な
医
療
の
提
供
が
不
可
欠
で
す
。
最
新
モ
ダ
リ
テ
ィ
へ

の
設
備
投
資
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
持
続
的
な

経
営
改
善
の
有
力
な
方
法
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

※
　
　
　
　
　
※

菊
地
　
統
（
き
く
ち
・
お
さ
む
）
●
76
年
北
海
道
生
ま
れ
。
00
年

旭
川
医
科
大
学
卒
業
。
同
年
同
大
学 

脳
神
経
外
科
学
講
座
、
05

年
同
大
学
脳
神
経
外
科 

助
手
（
助
教
）、
23
年
柏
葉
脳
神
経
外
科

病
院 

脳
血
管
内
治
療
セ
ン
タ
ー
長
、
24
年
12
月
社
会
医
療
法
人 

柏
葉
会 

札
幌
柏
葉
会
病
院 

脳
血
管
内
治
療
セ
ン
タ
ー
長
・
診
療

部
長
、
現
在
に
至
る
。
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
認
定
専
門
医
、

指
導
医
、
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会
専
門
医
、
臨
床
研
修

指
導
医
。

寺
坂
俊
介
（
て
ら
さ
か
・
し
ゅ
ん
す
け
）
●
62
年
北
海
道
生
ま
れ
。

88
年
旭
川
医
科
大
学
卒
業
。
同
年
北
海
道
大
学
病
院
に
て
脳
外

科
医
と
し
て
勤
務
。
以
降
、
北
海
道
内
の
病
院
で
研
鑽
を
積
み
、

95
年
渡
米
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
大
学
・
ア
レ
ゲ
ニ
ー
大
学 

フ
ェ
ロ
ー
、

97
年
に
帰
国
。
北
海
道
内
の
基
幹
病
院
で
勤
務
の
後
、
北
海
道

大
学
病
院
に
戻
り
、
講
師
、
准
教
授
、
診
療
科
長
、
診
療
教
授

に
従
事
。
18
年
４
月
柏
葉
脳
神
経
外
科
病
院 

病
院
長
、
19
年
同

理
事
長
・
院
長
、
24
年
12
月
社
会
医
療
法
人 

柏
葉
会 

札
幌
柏
葉

会
病
院 

理
事
長
・
院
長
。
専
門
は
脳
腫
瘍
の
外
科
治
療
、
頭
蓋

底
外
科
手
術
。

図7　55インチ×9面の巨大LCDビデオウォールを
備えたカンファレンスルーム

図8　AR画像を重畳表示した顕微鏡画像

大
学
臨
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携
講
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